
尾
高
一
郎
先
生
の
思
い
出

十
三
回
生

仲
註

章

若
き
日
の
尾
高
先
生

(
仲
辻
さ
ん
提
供
)

担
任
の
先
生
(
昔
は
小
学
校
の
先
生
は
訓
導
と
言
い
ま
し
た
)

と
し
て
の
、
尾
高
先
生
の
記
憶
は
、
昔
の
校
舎
の
新
館
(
復
元
さ

れ
て
い
る
校
舎
)
の

一
階
西
側
の
教
室
で
、
教
壇
左
側
の
席
に
座

っ
て
、
パ
イ
プ
で
煙
草
を
く
ゆ
ら
せ
て
お
ら
れ
た
姿
が
先
ず
目

に
浮
か
び
ま
す
。
昭
和
同
年
4
月
の
こ
と
で
、
五
年
雪
組
の
担

任
と
し
て
で
す
。
(
当
時
の
千
二
校
は
、
男
子
が
雪
、
女
子
が
月

の

一
学
年
、

2
組
だ
け
で
、
男
女
別
々
の
ク
ラ
ス
)

尾
高
先
生
は
、
師
範
学
校
(
現
在
の
教
育
大
で
、
旧
制
専
門
学

校
)
を
卒
業
さ
れ
、
昭
和
ロ
年
4
月
千
二
校
に
赴
任
さ
れ
て
か
ら

4
年
目
で
あ
っ
た
と
理
解
し
ま
す
。
教
育
現
場
に
も
馴
れ
、
油

の
乗
り
切
っ
た
意
欲
満
々
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
、
若
さ
溢
れ
る

先
生
で
し
た
。
勉
強
だ
け
で
な
く
運
動
特
に
陸
上
、
剣
道
に
つ

い
て
も
率
先
し
て
指
導
さ
れ
て
い
た
。

少
し
余
談
に
な
り
ま
す
が
、
最
初
受
け
持
た
れ
た

H
回
生
は
、

多
士
済
々
で
し
た
。
当
時
千
里
山
の
特
色
は
、
陸
海
軍
人
の
子

弟
が
多
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
祖
父
に
陸
軍
大

将
、
父
に
陸
軍
或
は
海
軍
の
大
佐
、
少
佐
な
ど
で
す
。
日
回
生

に
鈴
木
君
と
い
う
先
輩
が
お
ら
れ
た
。
彼
の
父
上
は
元
海
軍
大

佐
で
あ
っ
た
。
家
は
、
千
里
山
西
5
丁
目
現
在
は
、
華
山
歯
科

医
院
で
あ
る
。
海
軍
記
念
日

(
5
月
幻
日
は
日
本
海
海
戦
で
、
日

本
海
軍
が
ロ
シ
ヤ
の
パ
ル
テ
ッ
ク
艦
隊
を
打
ち
破
っ
た
日
)
に

は
、
大
礼
服
(
仁
丹
の
広
告
に
あ
る
よ
う
な
海
軍
将
校
の
礼
服
)

を
着
て
、
水
交
桂
で
行
わ
れ
る
式
典
に
参
列
さ
れ
た
の
で
し
ょ

う
。
帰
宅
途
中
噴
水
前
の
文
化
堂
(
今
は
マ
ン
シ
ョ
ン
)
に
立
ち

寄
ら
れ
、

一
杯
聞
し
召
す
の
で
す
。
そ
こ
へ
我
々
少
年
は
、
珍

し
く
も
あ
り
又
慣
れ
を
も
っ
て
近
付
く
の
で
し
た
。
す
る
と
元

海
軍
大
佐
は
、
お
も
む
ろ
に
胸
の
勲
章
を
持
ち
上
げ
て
「
こ
の

勲
章
を
見
せ
れ
ば
天
皇
陛
下
に
拝
謁
で
き
る
」
と
、
自
慢
さ
れ

て
い
た
。
(
当
時
、
我
々
国
民
は
天
皇
を
間
近
に
見
れ
ば
自
が
潰

れ
る
と
云
わ
れ
た
時
代
で
あ
る
)
後
で
物
知
り
に
確
か
め
た
と
こ

ろ
、
昭
和
天
皇
が
皇
太
子
時
代
に
、
軍
艦
で
欧
州
各
国
を
歴
訪

さ
れ
た
折
の
艦
長
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
ん
な
方
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が
千
里
山
に
は
住
ん
で
お
ら
れ
た
。

さ
て
、
千
二
校
で
日
回
生
を
卒
業
さ
せ
て
後
、

る
我
々
日
回
生
の
担
任
と
な
ら
れ
る
の
で
す
が
、

な
重
責
を
担
う
こ
と
と
な
る
の
で
す
。

五
年
生
に
な

こ
れ
は
大
変

こ
こ
で
旧
学
制
に
つ
い
て
触
れ
る
こ
と
が
必
要
と
思
い
ま

す
。
昭
和
初
年
8
月
日
目
、
日
本
が
太
平
洋
戦
争
に
敗
れ
る
以

前
(
い
わ
ゆ
る
戦
前
)
は
、
小
学
校
6
年
、
中
学
校
5
年
、
高
等

学
校
ま
た
は
専
門
学
校
3
年
、
大
学
3
年
の

6
、
5
、
3
、
3

の
学
制
で
し
た
。
そ
し
て
、
義
務
教
育
の
小
学
校
6
年
を
卒
業

す
る
と
、
高
等
小
学
校
へ
行
く
者
を
除
い
て
中
学
校
の
受
験
が

待
ち
受
け
て
い
ま
し
た
。
(
高
等
小
学
校
と
は
、
小
学
校
の
教
育

を
基
礎
と
し
て
、
中
学
普
通
教
育
を
施
す
修
業
年
限
2
年
の
制

度
で
あ
り
、
小
学
校
と
と
も
に
義
務
教
育
で
す
。
千
二
校
区
で

は
吹
田
市
片
山
天
道
に
あ
っ
た
の
で
、
我
々
の
聞
で
は
天
道、

テ
ン
ド
ウ
と
呼
び
習
わ
し
て
い
た
)

こ
の
た
め
、
小
学
校
五
、
六
年
生
の
担
任
に
な
る
と
、
普
通

の
初
等
教
育
、
高
学
年
の
授
業
と
別
に
中
学
校
等

へ
の
進
学
、

受
験
指
導
が
加
わ
る
の
で
大
変
で
す
。
六
年
生
に
は
放
課
後
、

進
学
希
望
の
生
徒
に
つ
い
て
補
習
授
業
が
行
わ
れ
た
。
こ
れ
に

つ
い
て
特
別
な
手
当
て
は
な
く
、
今
で
い
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

あ
る
。

が
、
奥
様
は
大
変
美
人
で
、
子
供
さ
ん
が
生
ま
れ
た
ば
か
り
で

し
た
が
、
こ
の
点
は
触
れ
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

本
題
に
戻
っ
て
、
尾
高
先
生
の
勉
学
の
指
導
で
す
が
、
先
生

の
指
導
宜
し
き
を
得
て
我
々
の
学
年
は
、
抜
群
の
進
学
率
で
し

た
。当

時
は
、
大
阪
の
府
立
中
学
校
等
に
進
学
す
る
の
が
受
験
生

徒
の
大
き
な
目
標
で
し
た
。
我
々
の
学
年
の
進
学
を
み
る
と
、

中
学
で
は
別
格
で
あ
る
浪
速
高
等
学
校
尋
常
科
(
七
年
制
の
中
・

高

一
頁
校
の
中
学
に
相
当
し

3
年
間
の
高
等
科
を
修
了
す
れ
ば

旧
帝
国
大
学
へ
ほ
ぽ
入
学
で
き
た
)
に
美
川
、
豊
中
中
学
に
は
弘

末
、
保
富
、
徳
田
、
藤
田
の

4
名
が
、
茨
木
中
学
に
は
、
清
水
、

中
野
、
志
山
と
私
の

4
名
、
池
田
中
学
に
は
、
上
山
、
そ
し
て

淀
川
工
業
に
は
、
中
村
、
高
上
の
各
君
が
合
格
し
て
い
る
。

当
時
の
大
阪
府
下
小
学
校
の
府
立
中
学
へ
の
進
学
率
で
は
、

千
二
校
は
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
、
大
阪
市
内
の
集
英
小
学
校
と

て

二
位
を
争
っ
て
い
た
と
先
生
よ
り
聞
い
て
い
ま
す

そ
の
後
、
先
生
は
又
六
年
生
(
凶
回
生
)
を
担
任
さ
れ
て
い
る
。

日
回
生
を
卒
業
さ
せ
、
休
む
間
も
な
く
受
験
学
年
の
担
任
で
す
。

凶
回
生
は
、
当
初
担
任
の
先
生
は
、
受
験
指
導
に
熱
心
で
な
く
、

父
兄
か
ら
猛
烈
な
反
対
運
動
が
あ
っ
て
退
任
さ
れ
、
今
度
は
父

兄
か
ら
の
猛
烈
な
要
望
も
だ
し
が
た
く
、
尾
高
先
生
が
六
年
生

尾
高
先
生
が
我
々
、
日
回
生
の
学
年
を
受
け
持
た
れ
る
に
至

っ
た
経
緯
は
次
の
よ
う
な
事
情
に
よ
り
ま
す
。

我
々
の
学
年
は
、
学
校
内
の
ど
の
学
年
よ
り
も
悪
く
、
受
け

持
ち
を
希
望
す
る
先
生
が
い
な
か
っ
た
と
聞
い
て
い
た
。
悪
の

筆
頭
は
、
美
川
君
に
言
わ
す
と
筆
者
(
私
)
と
い
う
こ
と
で
す
が
、

彼
も
お
世
辞
に
も
お
と
な
し
い
と
は
云
え
な
か
っ
た
。
我
々
の

学
年
は
、

一
年
入
学
以
来

一
年
宮
島
、

二
年
岩
田
の
各
先
生
で
、

特
に
岩
田
先
生
が
学
年
の
途
中
で
結
婚
退
職
さ
れ
た
た
め
、
な

か
な
か
後
任
の
受
け
持
ち
が
決
ま
ら
ず
、
臨
時
に
小
林
先
生
そ

し
て
三
年
は
木
村
、
四
年
は
堀
見
の
各
先
生
と
続
い
た
。
こ
の

悪
学
級
を
尾
高
先
生
が
う
け
も
た
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で

す
。こ

こ
で
余
談
で
す
。

一
年
受
け
持
ち
の
宮
島
先
生
(
も
ち
ろ
ん
女
性
)
で
す
が
。
非

常
に
厳
し
い
先
生
で
私
は
い
つ
も
叱
ら
れ
て
い
た
。
先
生
に
は

我
々
よ
り

一
年
下
の
学
年
に
男
の
子
供
さ
ん
が
い
た
の
を
、
凶

回
生
の
柿
崎
君
は
覚
え
て
お
ら
れ
る
。
千
里
山
に
お
住
み
で
、

家
は
現
在
末
広
医
院
(
今
も
昔
も
)
の
向
か
い
側
、
坂
を
上
が
っ

て
3
軒
目
だ
っ
た
。
そ
の
上
の
家
4
軒
目
と
思
う
の
で
す
が
、

今
は
亡
き
チ
キ
ン
ラ
ー
メ
ン
の
創
始
者
安
藤
百
福
氏
(
呉
百
福
)

が
住
ん
で
お
ら
れ
た
。
日
本
経
済
新
聞
に
安
藤
氏
が
私
の
履
歴

書
を
掲
載
さ
れ
た
折
に
、
千
里
山
在
住
の
記
事
は
あ
り
ま
し
た
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を
再
度
担
任
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
す
。
こ
の
学
年
は
、

浪
速
高
等
学
校
尋
常
科
に
、
吉
田
、
豊
中
中
学
に
は
三
笠
、
阿

部
、
有
馬
、
宇
野
、
亀
高
、
疋
田
、
井
上
の
各
君
が
、
茨
木
中

学
に
は
、
誉
回
、
武
蔵
、
美
見
、
八
島
、
日
野
、
柿
崎
の
各
君

が
入
学
し
、
池
田
中
学
に
も
宮
上
君
が
入
学
さ
れ
た
。
素
晴
ら

し
い
合
格
率
で
あ
っ
た
。

他
方
運
動
に
つ
い
て
口
回
生
は
陸
上
競
技
で
も
、
美
川
、
清

水
、
朴
、
垂
水
の
各
君
に
よ
る
リ
レ

l
メ
ン
バ
ー
は
最
強
で
、

当
時
府
下
数
百
校
に
及
ぶ
小
学
校
の
大
会
で
優
勝
し
、
当
時
の

校
長
室
に
は
、
優
勝
旗
が
林
立
し
て
い
た
状
態
で
す
。
剣
道
も

強
く
、
弘
末
、
美
川
、
清
水
、
朴
、
吉
田
の
メ
ン
バ
ー
で
数
々

の
大
会
で
優
勝
し
て
い
る
。
野
球
も
盛
ん
で
し
た
。
ピ
ッ
チ
ャ

ー
は
中
山
君
、
私
は
シ
ョ
ー
ト
で

4
番
打
者
で
し
た
が
、
凶
回

生
の
ピ
ッ
チ
ャ
ー
は
、

三
笠
洋

一
君
(
樺
山
翠
さ
ん
の
兄
)
彼
の

カ
ー
ブ
に
か
か
っ
て
敗
け
て
い
ま
す
。
無
理
も
な
い
三
笠
君
は

東
大
に
入
り
、
東
京
六
大
学
で
も
投
げ
た
逸
材
で
し
た
か
ら
。
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当
時
の
千
二
校
で
は
秋
の
運
動
会
と
は
別
に
、
小
運
動
会
が

一
ヶ
月
に

一
度
あ
っ
て
、
運
動
に
も
熱
心
で
し
た
。

少
し
脱
線
で
す
。

陸
上
に
は
、
元
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
金
メ
ダ
リ
ス
ト
南
部
忠
平
さ

ん
が
二
度
指
導
に
来
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
当



時
身
に
つ
け
ら
れ
た
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
裏
返
し
に
召
さ
れ
、
斜
め

に
水
色
の
ス
ト
ラ
イ
プ
と
、
日
の
丸
が
透
け
て
見
え
て
い
た
。

短
距
離
、
幅
跳
び
を
指
導
さ
れ
た
。

ど
の
指
導
の
折
か
我
々
の
ク
ラ
ス
は
、
尾
高
先
生
か
ら
大
目

玉
を
く
ら
い
、
ク
ラ
ス
全
体
が
教
室
に
閉
じ
込
め
ら
れ
缶
詰
状

態
と
な
り
、
南
部
忠
平
さ
ん
の
指
導
を
見
る
こ
と
が
出
来
ず
非

常
に
残
念
で
あ
っ
た
。
長
時
間
の
缶
詰
状
態
で
は
、
手
洗
い
に

行
く
こ
と
も
不
可
能
で
、
辛
抱
た
ま
ら
ず
掃
除
用
の
バ
ケ
ツ
を

持
ち
だ
し
て
、
用
を
足
さ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。
最
初
に
実

行
し
た
の
が
私
で
、
と
の
バ
ケ
ツ
を
便
所
に
運
ん
だ
の
が
自
分

で
あ
る
と
の
美
川
君
の
記
憶
は
信
用
し
か
ね
る
。
兎
も
角
厳
し

か
っ
た
が
、
文
武
両
道
我
々
小
学
生
を
健
全
に
た
く
ま
し
く
育

て
て
い
い
た
だ
い
た
と
い
う
思
い
出
に
壷
き
ま
す
。

同
級
生
で
忘
れ
ら
れ
な
い
の
が
、
保
富
庚
午
君
で
す
。
こ
の

文
章
の
最
初
に
書
い
た
教
室
へ

5
年
生
の
時
、
西
宮
市
か
ら
転

校
し
て
き
た
。
お
母
さ
ん
と
妹
の
適
子
さ
ん
(
入
学
前
)
が

一
緒

だ
っ
た
。
教
室
で
、
転
校
生
と
し
て
の
紹
介
が
終
わ
り
、
座
席

が
決
ま
っ
て
後
、
お
母
さ
ん
と
迫
子
さ
ん
と
が
帰
ら
れ
る
の
で

あ
る
が
、
そ
の
折
、
み
っ
ち
ゃ
ん
が
は
っ
き
り
と
「
さ
よ
う
な

ら
」
と
、
挨
拶
さ
れ
た
の
が
記
憶
に
残
っ
て
い
る
。
私
の
前
の

席
に
座
っ
た
彼
は
、
西
宮
の
小
学
校
の
習
慣
か
、
算
術
の
答
案

の
解
答
欄
に

A
と
表
記
し
て
い
た
。
吉
田
君
吋
の
略
か
驚
き
で
あ

養
中
で
あ
り
、
見
舞
っ
て
下
さ
っ
た
先
生
に
対
し
何
の
お
役
に

も
立
て
な
か
っ
た
こ
と
を
心
苦
し
く
思
っ
て
い
ま
し
た
。

昭
和
泊
年
5
月
打
日

仲
辻
さ
ん
の
お
宅
で

お
若
い
で
す
。

し
か
し
何
時
の
頃
か
ら
か
先
生
は
教
育
界
に
復
帰
さ
れ
、
大

阪
府
守
口
市
に
於
い
て
教
職
に
立
た
れ
、
昭
和
犯
年
日
月
私
の

結
婚
式
の
披
露
宴
に
は
、
来
賓
と
し
て
御
出
席
い
た
だ
き
、
過

っ
た
。
作
文
に
つ
い
て
は
、
先
生
に
指
名
さ
れ
て
、
教
壇
で
朗

読
し
た
。
こ
れ
を
聞
い
て
ク
ラ
ス
中
が
唖
然
と
し
、

言
葉
も
無

か
っ
た
。
と
い
う
の
は
作
文
の
中
に
、
文
学
全
集
を
読
ん
で
い

る
こ
と
、
驚
異
的
な
の
は
、
物
語
に
つ
い
て
の
読
後
感
だ
け
で

な
く
、
作
者
に
つ
い
て
も
そ
の
批
評
を
活
々
と
述
べ
て
い
る
こ

と
で
あ
っ
た
。
随
分
お
ま
せ
で
あ
り
我
々
と
は
違
う
と
い
う
の

が
実
感
で
、
当
時
乱
暴
者
で
あ
っ
た
私
が
、
彼
の
感
化
に
よ
っ

て
文
学
や
音
楽
に
興
味
を
持
て
る
よ
う
に
な
っ
た
。
私
の
人
格

形
成
に
影
響
を
与
え
た
う
ち
の

一
人
と
思
っ
て
い
る
。

私
の
司
法
試
験
の
折
、
最
後
の
口
述
試
験
が
終
わ
っ
た
あ
と
、

彼
の
運
転
す
る
ロ

l
タ
ス
・
エ
ラ
ン
に
乗
せ
て
も
ら
っ
て
、
フ

ジ
テ
レ
ビ
で
「
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
フ
ェ
ア
」
の
録
画
取
り
に
立
ち
会

い
、
食
事
を
御
馳
走
に
な
っ
た
の
が
昨
日
の
よ
う
に
思
え
る
。

小
学
時
代
の
彼
は
後
年
の
メ
デ
ィ
ア
で
の
活
躍
を
予
言
す
る
か

の
よ
う
で
、
栴
檀
は
双
葉
よ
り
芳
し
、
と
の
諺
の
と
お
り
で
し

た
。
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我
々
よ
り
後
の
日
回
生
か
ら
の
千
二
校
に
お
け
る
尾
高
先
生

に
つ
い
て
は
、
私
と
し
て
は
あ
ま
り
存
じ
ま
せ
ん
。
た
だ
戦
後

共
産
党
に
入
党
さ
れ
て
い
る
。
戦
後
の
混
乱
期
に
正
義
感
に
充

ち
た
先
生
と
し
て
は
、
世
相
と
の
矛
盾
を
感
じ
て
の
行
動
だ
っ

た
と
理
解
し
ま
す
。
レ
ッ
ド
・
パ
!
ジ
に
よ
り
教
育
界
か
ら
や

む
を
得
ず
退
か
れ
た
の
で
し
た
。
そ
し
て
そ
の
当
時
、
私
は
療

分
の
お
言
葉
を
賜
っ
て
い
る
。
又
村
田
格
君
の
結
婚
披
露
宴
に

は
、
当
時
守
口
市
三
郷
(
さ
ん
ご
う
)
小
学
校
(
元
サ
ン
ヨ
ー
電
機

本
社
の
隣
、
明
治
七
年
創
立
)
の
校
長
を
さ
れ
て
お
り
、
私
が
車

で
宝
塚
市
売
布
の
式
場
ま
で
お
送
り
し
た
こ
と
も
あ
り
、
完
全

に
教
育
界
に
復
帰
さ
れ
、
喜
ば
し
い
限
り
で
し
た
。

我
々
日
回
生
は
、
男
女
組
合
同
で
、

二
回
の
ク
ラ
ス
会
を
持

ち
、
そ
の
度
に
先
生
も
元
気
な
ご
様
子
で
出
席
頂
き
ま
し
た
。

し
か
し
残
念
な
が
ら
、
平
成

9
年
9
月
お
日
死
去
さ
れ
、
吹

田
市
内
本
町
の
光
徳
寺
で
ご
葬
儀
が
営
ま
れ
、
我
々
卒
業
生
も

告
別
式
に
参
列
し
、
先
生
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
し
た
。
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光
徳
寺
の
お
墓
に
安
ら
か
に
眠
ら
れ
て
い
ま
す
。


